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B （火花）電波は明治39(1906)年ウイバ3船が
火花間隙の基礎を発表してから，明治41(1908) 
年レペル（独）の無線電信方式続いて新テレフン
ケン式瞬滅火花式無線電信機として実用化され
には摺動子をつけ，盤の正面からハンドルで捲
数を調整するようになっています。
このような単捲テスラ・コイルでは一次線及び
二次線の絶縁を考える必要がなく，使用する銅
ました。 の量もそれまでよりも少なくてすむので価格も廉
日本では逓信省が佐伯美律留及び小山粂之助 i曲，取り付け場所も狭くてすむようになったと
両氏の特許第23478号〔大正2(1913)年2月10日〕 日木無線史に記載されています。従って普通火
無線電信電話用火花間隙装置の方式を採用して 化間隙方式も順次この方式に改装され，大止12
無線電信機を実用化しました。
この方式はそれまでの普通火花間隙方式より
低い電圧で動作するので送信用蓄電器及び電圧
変圧器の絶縁電圧を低くできることのほか，低
い電圧で単一電波が放射できるようになったの
でテスラ・コイルも単捲型のものが使用できる
ようになりました。一般に使用されました 3KW
送信機用テスラ・ 1¥ I 
＼ 巻叫t| コイルの1コイルの材料及び
コイルはスパイラ 1:j3回I厚1分さ 1い：ロニ[
ル型で捲線の定数 1 1 
l i (3l1置•)| （3.6c11.) I 
外側I12醗 2厘 1寸2分1
、 (O.6llll)| （3.6 L'1'!） | 1 ＇面銅帯
は表の通りです。 ；：；コイル位骰
コイルは長さ 2尺4寸(72.72cm) の溝の堀ら
れた 4本（写真は 6本）の木片を組んだものに
スパイラルに捲いてあります。
スバイラルに捲かれた内側のコイルの 3回分
(1923)年真空管式送信機が採用された後も長
い間使用が続けられたほど広く利用されました。
の機器は 3KW送信機のテスラ・コイルで
本学が昭和32(1957)年 12月調布に移転するた
めの作業が目黒校舎で始まったときにはほぼ完
全な姿であったのを私自身確認しているのです
が調布校舎に到清したときはコイルは無くなり，
木枠はバラバラになっていました。拾い集めて
組み立てましたところコイル等若干の部品はあ
りませんでしたがほぼ復元できたのは幸いでし
た。とにかく当時のものとしては他にはないで
しょう。
前身校の古い時代の卒業生にはおそらく深い
緑があった機器であったと思います。
（日本無線史参照）
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コヒーラー検波器
明治21(1888)年ヘルツがB電波の存在を実
験的に証明しましたが，その電波を受信する装
置がなければ情報交換ができません。
ヒュー ズOOはガラス管の中に封じ込めた金
属の粉末の接触抵抗が電気火花の影響を受ける
ことを知り，明治23(1890)年プランリー （仏）ば司
じような装置のメータの針で電波を確認しました。
明治27(1894)年9月ロッジOOが初めてコヒー
ラーを受信実験に使用，明治28(1895)年5月7
日ホボフ⑤§)が実験，翌年3月24日公開しました。
コヒーラーはガラス管の中にニッケルなどの
金属の粉末を封じ込め電波を受けると働く
のスイッチです。一度電波を受けるとスイッチ
が閉じたままになるので電波を受けるたびに開
にする必要がありますから，この回路にベルを
取り付けて電波を受信するたびにベルを鳴らす
ようにしておき，ベルを叩く棒が戻るたびにコ
ヒーラーを打ち（デコヒーラーという）回路を
間にする方法で実用に供していました。
初期のファイリシグ・コヒーラーと呼ばれた
ものからいろいろなものができましたが，一般
の無線電信局ではファイリング・コヒーラーの
装置を使用してベルが鳴ることで自局の呼び出
しを知り，通信及び通話用には別の複数の検波
器を使用していました。
写真のコヒーラー検波器は元本学事務官鈴木金
次郎氏（当時研究係）が目黒校舎のころから大切
に保管されていたものを引き継いだ機器です。
（日本無線史 NHK教育TV放送台本
昭和55・ 3 • 27放送参照）
平成元 (1989)年1月から3年余にわたり＼潜日
の機器”を紹介して参りましたがこれらの機器
がすべてではありません。日本にただ 1つしか
ない歴史的に極めて貴重な複数の資料を含めた
文献もあります。これらのいずれも電気通信大
学の歴史のーコマであり，ひいては日本の電波
通信の歴史を物語るものばかりです。たとえば
逓信総合博物館の展示物は本学にもあります逓
信省式瞬滅火花間隙以外は有線通信に関するも
のといっても過言ではありません。
このような歴史を物語るもろもろの機器等を
大学で保存し後世に残せるように関係の皆様に
お願いできるならばこれにすぐる喜びはありま
せん。
なお，引き続きご紹介申し上げたい機器等の
整理のために少々時間をいただき再び続けさせ
ていただきたいと存じます。ありがとうござい
ました。
本学名誉教授宮坂武芳
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